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桑ポリス(桑 葉エキス+プ ロポ リス)の

血糖値降下作用および臨床的効果

小 野 寺 敏1)八 並 一 寿2)福 田 栄 一2)

1.はじめに

桑葉には,小 腸のα-グ ルコシダーゼを阻害 し,グ ル

コースの吸収 を緩 慢にして血糖値を下げる1-デ オキシ

ノジリマイシン(DNJ)を 含んでいる1)。その他にコレス

テロール低下作用,高 血圧の抑制,抗 エイズ作用,DNA

損傷に対する予防効果などがある。一方,プ ロポリスは

機能性食品として知 られ,殺 菌作用,免 疫増強作用,膵

臓の β-細胞保護作用,肝 細胞保護作用 などが知 られて

いる。

今回,両 者 を特殊な技術で,濃 縮,混 合 した「桑ポリス」

を用いて,動 物実験お よび臨床的効果を検討 した。

2.方法

新鮮桑葉を製茶(豊 稔園)し,特 殊な技術で濃縮して,

厳選 したブラジル産プロポリスを配合 した「桑ポリス」

(株式会社 クワポリス)を 用いた。動物実験では,ラ ット

にシュクロース0.7g/mLと 桑ポリス液1mLを 混合 し経

口投与 した。血糖値は,そ れぞれ0,30,60,120分 にス

トレスを与えないようすばや く尾静脈採血 し,グ ルコー

スBテ ス トコーワにて測定 した。臨床実験 は,鹿 児島県

の今村厚志先生(今村泌尿器科)に お願い した。2型 糖尿

病患者8名 に,桑 ポ リス1日3回1mLず つ毎 日食事 と

ともに1カ 月間服用 していただいた。採血は,投 与前,

服用を始めて1カ 月後,さ らに服用 を止めて1カ 月後の

計3回 行い,血 糖値をはじめ,そ れぞれ12種 類の項 目に

ついて測定 した。

図1桑 ポ リスによる血糖値降下 作用

3.結果

動物実験での血糖値の経時的変化では,1群5匹 ずつ

用いた。図1に 示 されるように,コ ン トロールでは30分

をピークにだんだん減少 してきたが,桑 ポリス投与では

コントロールに比べブ ドウ糖の吸収が緩慢 になり,60分

をピークに減少 した。またコン トールと比較 して,そ れ

ぞれの時間で も血糖値の抑制が認め られた。

臨床 においては,8名 中1名 が皮疹のため中止 した。

7名 全員血糖改善効果が認められた。 しかし,桑 ポリス

の投与 を中止すると血糖値が上昇 した。 またインスリン

値は,桑 ポリスを投与するとわずかであるが上昇する傾

向にあ り,投 与 を中止すると減少することが認め られ

た。 しかし,も ともと高いインス リン値の場合は,イ ン
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表1肝 機能障害をもつ糖尿病患者に対する桑ポリスの作用

図2桑 ポリスの作用メカニズム

ス リンの減少が認 め られ た2)。また,イ ンス リン抵抗性 で

肝機 能 障 害 を伴 っ た患 者 で は表1に 示 され る よ うに,

GOTが69か ら24へ,GPTが112か ら33へ 減 少 し,肝 機 能

改善が認 め られ た。

4.考察

今回の実験か ら,桑 ポリスには血糖値降下作用,肝 機

能改善作用が認め られ,ま たインスリン値については,

低い場合は上昇させ,高 すぎる場合は減少させ るといっ

た二重作用が認め られた。

以上の結果と,今 までの多 くの桑葉とプロポリスの研

究結果を総合的に考えると,桑 ポリスの作用メカニズム

は,図2に 示すことがで きる3)。
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